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日
本
初
の
地
下
鉄

　

い
よ
い
よ
仙
台
市
地
下
鉄
東
西
線
が
開
業
に
な
り

ま
し
た
。
東
の
荒
井
駅
と
西
の
八
木
山
公
園
駅
を
結

ぶ
約
一
三・九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
路
線
は
、
地
方
自
治

体
が
作
る
地
下
鉄
の
新
路
線
と
し
て
は
、
事
実
上
最

後
の
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
と
も
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
は
鉄
道
研
究
家
の
間
で
は
、
東
西
線
を
開
業
さ

せ
た
仙
台
は
「
地
下
鉄
発
祥
の
地
」
と
評
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。
仙
台
が
「
地
下
鉄
発
祥
の
地
」
で
あ
る

と
い
う
の
は
、何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

一
般
に
、
日
本
最
初
の
地
下
鉄
は
、
東
京
地
下
鉄

道
が
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
一
二
月
三
〇
日
に
開

業
さ
せ
た
上
野
・
浅
草
間
の
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余
り

（
現
在
の
東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線
の
一
部
）
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
実
は
、
こ
の
路
線
よ
り
二
年
前
に

地
下
を
走
る
電
車
が
仙
台
に
登
場
し
て
い
た
の
で
す
。

そ
れ
は
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
六
月
五
日
に
開

業
し
た
宮
城
電
気
鉄
道
（
宮
城
電
鉄
）
な
の
で
す
。

　

宮
城
電
鉄
は
、
仙
台
と
松
島
、
後
に
は
石
巻
を

結
ぶ
民
営
鉄
道
と
し
て
、
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）

に
会
社
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
国
有
鉄
道
と
同
じ
軌

幅
一
〇
六
七
㎜
、
電
気
を
動
力
源
と
し
て
電
車
や
電

気
機
関
車
を
運
行
す
る
計
画
で
し
た
。

　

そ
の
始
発
駅
は
東
北
本
線
仙
台
駅
に
隣
接
し
て

設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
建
設
が
具
体

化
す
る
中
で
、
仙
台
駅
近
く
で
地
下
に
潜
り
、
約

三
〇
〇
ｍ
進
ん
だ
地
点
に
駅
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。
短
い
距
離
で
し
た
が
、
都
市
の
地
下
に

営
業
用
の
鉄
道
を
走
ら
せ
て
、
駅
を
設
け
た
の
は
こ

れ
が
日
本
初
の
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
宮
城
電
鉄
の
駅
は
地
下
に
設
け

ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

そ
れ
は
、
宮
城
電
鉄
が
東

北
本
線
を
越
し
、
仙
台
の
市
街
地
中
心
部
へ
路
線
を

延
伸
す
る
こ
と
を
目も
く

論ろ

ん
で
い
た
か
ら
だ
っ
た
の
で

す
。
し
か
し
、
こ
の
計
画
は
、
仙
台
市
電
の
開
業
や
、

宮
城
電
鉄
が
し
ば
ら
く
の
間
、
苦
し
い
経
営
を
強
い

ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
実
現
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

そ
の
後
、
宮
城
電
鉄
は
昭
和
一
九
年
（
一
九
四
四
）

に
買
収
さ
れ
て
国
鉄
仙
石
線
と
な
り
、
日
本
初
の
地

下
駅
は
昭
和
二
七
年
に
廃
止
さ
れ
、
仙
石
線
仙
台
駅

は
地
上
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
地
下
鉄
東
西
線
の
計
画

の
一
つ
と
し
て
、
仙
石
線
を
西
公
園
ま
で
延
伸
さ
せ

る
案
も
あ
り
ま
し
た
が
、
実
現
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
平
成
一
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
に
苦
竹
以
西
が

地
下
化
さ
れ
、
さ
ら
に
西
に
延
伸
し
、
あ
お
ば
通
駅

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
宮
城
電
鉄
の
構
想
が
八
〇
年

ぶ
り
に
実
現
し
た
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

南
北
線
も
「
日
本
初
」

　

と
こ
ろ
で
、
東
西
線
の
先
輩
で
あ
る
地
下
鉄
南
北

線
も
「
日
本
初
」
の
称
号
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
？ 

　

南
北
線
が
計
画
さ
れ
た
時
、
仙
台
の
人
口
規
模
か

ら
利
用
客
の
数
に
は
限
度
が
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
少
し
で
も
コ
ス
ト
を
軽
減
し
、
効

率
的
な
経
営
が
行
え
る
よ
う
、
ワ
ン
マ
ン
運
転
や
駅

業
務
の
効
率
化
を
含
め
た
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
フ
ァ
ジ
ィ
制
御
に
よ
る
自
動

運
転
装
置
が
採
用
さ
れ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
が
日
本

の
鉄
道
車
両
と
し
て
最
初
の
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

　

南
北
線
に
こ
う
し
た
先
進
的
な
シ
ス
テ
ム
が
採
用

さ
れ
た
陰
に
は
、
一
人
の
技
術
者
の
存
在
が
あ
り
ま

し
た
。
長
年
に
わ
た
っ
て
仙
台
市
交
通
局
で
市
電
の

技
術
者
と
し
て
勤
務
し
た
（
故
）
佐
藤
悳い
さ
お

氏
で
す
。

　

市
電
を
熟
知
し
て
い
た
佐
藤
氏
は
、
市
電
の
車

両
が
新
造
さ
れ
る
際
に
、
そ
の
台
車
を
設
計
し
た
こ

と
で
、
全
国
的
に
も
知
ら
れ
た
鉄
道
技
術
者
で
し
た
。

市
電
が
廃
止
さ
れ
た
後
、
佐
藤
氏
は
地
下
鉄
南
北
線

の
計
画
に
携
わ
り
、
先
進
的
な
鉄
道
シ
ス
テ
ム
を
作

り
上
げ
た
の
で
す
。

　

実
は
、
佐
藤
氏
の
父
親
は
宮
城
電
鉄
の
技
術
者

で
し
た
。
仙
台
の
地
下
鉄
は
、
南
北
線
も
東
西
線
も
、

宮
城
電
鉄
と
深
い
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
歴

史
の
１
頁
と
し
て
記
憶
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

【観覧料】常設展料金でご覧いただけます。
　　　　一般・大学生：400円、高校生：200円、小・中学生：100円
　　　　   

開館時間：午前９時～午後4時45分（最終入館午後4時15分）●12月の休館日：毎週月曜日、12/24（木）、12/28（月）～1/4（月）

特
別
展

■主催：仙台市博物館　■共催：仙台市史刊行委員会　

―『仙台市史』の成果を語る実物、出してます。「仙台市史」完結・
仙台市地下鉄東西線開業記念　企画展

１２月５日(土)～平成２８年２月２８日(日)
前期：１２月５日(土)～１月１７日(日)
後期：１月１９日(火)～２月２８日（日）

山崎玄蕃頭等十名宛　伊達政宗書状　個人蔵

※会期中、一部
　展示替えを行います。

ホンモノ

―こんなことわかりました。平成の『仙台市史』

せんだい
再発見！

市電廃止記念乗車券　館蔵

11:00 「近世の絵図、ほか」
13:00 「仙台の門松、ほか」
11:00 「伊達政宗文書」
13:00 「仙台城下の町方」
11:00 「古代の文字資料」
13:00 「中世の留守氏」
11:00 「近世の絵図、ほか」
13:00 「近代の公文書」
11:00 「伊達政宗文書」
13:00 「能　摺上」

12月25日(金)

 1月13日(水)

 1月22日(金)

 2月  5日(金)

 2月19日(金)

●申込不要・常設展観覧料が必要●
企画展の展示会場にて、元市史編さん室職員が
展示解説を行います。（約３０分）

伊達政宗文書は前期・後期で
あわせて約40点展示！

コーナートークを実施！

域
地

品
逸
の

自
ら

た
か

の

慢

「
地
下
鉄
」 　
　
　 

● 

仙
台
市
博
物
館
　
学
芸
普
及
室
長  

菅
野 

正
道

第 21 回

宮城電鉄以来の地下ホームに入線する仙
石線の電車（昭和２７年頃　所蔵：亀谷英輝
提供：鉄道交流ステーション）

宮
城
電
鉄

　

次
回
か
ら
は
、
仙
台
市
地
下
鉄
東
西
線
開
業

を
記
念
し
て
「
地
域
の
た
か
ら
東
西
線
編
～
沿

線
ぶ
ら
り
散
歩
～
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
ご

期
待
く
だ
さ
い
。


